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昭和 39年度教育相談状況
(付)昭和 39年度教育相談状況
昭和39年 4月18から昭和40年 3月31日までの「子どものための教育相談jの笑施状況は， 次のと
おりである。
1 教育相談のケース数と延来談者数
実際に教育相談で・取り扱った新規の総ケース数は 162クースである。ただし，ととでいうケースとは，
一人の幼児・児童・生従(以下 子どもという)の教育上の問題に関する相談を 1クースとし，電話や文書
による問い合せや相談などは合めない。とれらの教育相談の申し込みにあたっては，年長の子どもの場合以
別に‘し玄 ，一般1':'，-"子どもの保護者や担任教師が，直後来所されたり電話ゃ文書で事前に連絡されたりして
申し込ま孔るととが多い。なお，学校に行きたがらない子ども・非行や不良行為をおかしやすい子ども念ど
をもっ保護者や担任教師から依頼がある場合，生徒指導や特殊教育の個人的徹底iをはか;るための心理検査決
定とその笑施の依頼が学校からある場合などには， とーれらの要望に応じて，できる限りの相談にのるとと
もに，出張相談合実施しているのであるが，すべての嬰望に応じきれ念いのが実状である。次に，教育相談
ケース数の過半数は，当教育研究所が新潟市にあるために，その市内と近援の市町村に居住する方々からの
申し込みによるものであるが，宥船郡・中頚城郡・佐渡郡などから教育相談に来所されたクースもある。
本年度教育相談のために来所された方々の延人数，延来談者数は 15 {;， 7名である。との内訳は ，次に記
す教育相談の取り俵い別にわければ，主として受理間接ゃ心理療法を実施した 93クースの延来談者数は 3
1 4 5 2名であり ，とれらの方々は短期間あるいは長期間にわたる継続的な相談を受けた人為である。さら
に s生活指導や特殊教育念どに関すみ{;， 9ケースの延来談者数は 11 5名である会教育相談のためにとられ
る人々は，クースによ って具在るが， 1クースについて大体1--3名である。というのは，年長の子ども，
子どもの保護者，子どもの担任教師走どが単独で来談される場合，子どもとその保護者に担任教師が同行し
て来談される場合左どがあるからである。教育相談の総クース数と延来談者数を昨年度と比較すれば，総ケ
ース数では 60ケースの減少であり， 延来談者数では 18 5名の増加と 7まっている。とのクース数での滅少
は，昭和39年 6月 16口の新潟地震とそれに伴う災害ゃ交通事情の混乱によるものであって，例年クース
数が増加する傾向にある期間 ( f:， 月~ 10月〉にそれが影響を与えたものと考えられる。しかし，総グース
数の減少とは逆に延来談者数がよ慢加しているζとは，長期間にわたる継続的を教育相談が多かったことを示
すものマある。
2 教育相談上の骨り扱い
教育相談を実施した一応の結果を使宜的にわけでみると ，次のとおりである。
1 )主として受理面接・紹介をしたケース 4 2クース
教育相談では，初回の面接を受理面接といい，子どもの教育上の問題とその内容'を確かめながら，教育相
談のしくみを伝達し，相互のラポート(毅和感〉ゃ心の交流を深めるために行左う。との受理面接において
希望があれば各種心理検査測定や医学的専門相談(新潟大学医学部付属病院 小児科医・精神科医が担当す
る)が受けられる。ととに含めるクースは， 受理l恒撲で子どもに倹査測定を実施したり，子どもに疾病その
他があるために紹介したものであゐ。また，受理面接後カウンセリング(実際には幼ない子どもには遊戯療
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法的方法を併用する場合が多い。)を 5回以上実施しない聞に，相談を受けている人の意向で相訟が一応終
了したクースも含めてある。(カウンセリングを 5回よ入上笑施したクーヌをわける理由は，一応，カウンセ
リング的接触による治療的効果があると考えるからである。)
2)主として心理療法を実施したケース !:> 1クース
ととに含めるクースは，受理面媛後子どもやその保護者に対して 5担与しとカウンセリングを実施したもの
で忘る。左お ，カウンセリングは，クライ エント センタードの立場に基づいて実施している。
3)その他{生活指準・特殊教育など) 6 9ケース
ととに含めるケースは ，家庭や学校からの依慣によ1.>出張相談や個人的心理検査測定に関するものである
とともに， 1 )と同じに受理面接・紹介を行君主ったものも含まれる。なお ，教育相訟に尉迭する語科学につ
いて， 小・中・高等学校・大学・そのイ申から教i総長および学生が，それぞれ具体的，実践的研究上の問地を
もって熱心に研究のために訪れて ζられたととをも記しておきたい。
3 教育相談の内容
教育相談トの取り鋭い 1 ) 2 )のケースについて，幼児・児d童・生徒別 3 月別，相談の延実施回恕~ど
をまとめると， 第 1表となる。
次に，子どものもつ問題別・性別についてまとめると， 第2表となる。
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7.tお，第2表のうち ，心理療法を5回必L上突施したケースについては，第 2表と同じ手続きをして表示す
ると，第3表となる。
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しかし，子どものもつ問題は複雑であって， 単純念ものでは念い。 ζ ζでは ，一応 ，最も図っている子ど
もの問題としての主訴を中心にして使宜的に分顕したものであるが ，主訴もーっという場合は少な<，二つ
与L土ある場合には最初に訴えた問題を中心にして分類したものである。子・ども(年長者の場合)やその保護
者および担任教師走どが困って悩んでいる問題は， 具体的1l症状を示す場合が多いので ，どのように分類し
てよいか送ったり疑問に思うよう在ケースがある。
問題別にみると，性格行動に闘する問題と精神身休的健康に関する問題が長も多<，それぞれ 35.5% ， 
3 2.2係であり， 次に知能学業に関する問題が 26.9% ，しつけや教育一般に閲する問題が 5.4婦であった。
具体的左子どもの問題症状については ，研究紀要第 39集 (1963)を参照されたい。
次に ， 第 3 表のそれぞれの慌題別ケース数を第 2 表に記してある問;~別のケース数で除し ， その百分率を
治療移行率と仮称すると とにする。との治療移行率は，子ども やーその保i護者の切実な悩みの程度を示すもの
と考え ，試みに算出すると，知能学殺に関する問題の治事長移行E容は， 3 6. 0 ( 1 2. 5 % )である。該当項目
の( )内の数値は ，昨年度の治療移行率である。(以下同 じ) とれは 25クースの過半数をしめるクー
スが ，単に知能測定であり ，とれらのクースのうちには，幼児や児童が知能の遅滞をきたしている精神薄弱
児がか左り含まれているも，根強い進学熱にとりつかれた保護者の態度を表わすもので ，特に幼児の知能検
査を希望するケースについてはめだっている。
性格行動に関する問題の治療移行率は ，66.7(3a5%)であり ，精神身体的健康に闘する問題の治療
移行率は ，6な o( 4ι. 4 % )にのぼりョ いかに性格行動に関する問題とともに切実な悩み多い問溜である
かがわかる。しつけや教育一般に関する問題の治療移行惑は， 4 O. 0 ( 2 7. 3 ) %である。
第 2表の教育相談内容別にみると， ヰE談数の多いケースのJI頁序は性絡行動・精神身休的健康・知能学業・
しつけや教育一般・進路適性などの問題があるが ，治療移行率の大昔い順序は性格行動・精神 体的健康・
しつけや教育ーー般・知能学業・進路適性念どの問題である。1lぉ ，治療移行率は ，昨年度と比較してみて ，
1 5. 3 % ~ 2 1. 5 % 0))，曽}Juを示しているととがわかる。
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